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ち i手ノ @ ~；ιj~，可 3 こ℃ t --c、つ づ＇ l く 1J-.r1 o 

cl；三ア のうゑ令 l手）一服！こ d が、／ト主くな~ I吾てけ

間後 ［J℃つゲしく 13- ~ 。 手可i、 'J'l三ユのづ毛夕方、

与較的併し合 ~3 、4 ょっ陥＝－ L y きた

ずく¥v¥）三じ モ 3方 3 かち j 1¥/1 IJ. へdふ J 。孔こ

て／；i)' f良子t~~ l,忠 l¥ ~＇，て 1;;:.'' ) ([ じ ¥i3)キ乏の t主主 2乙

得~ 0 ；せしゥ て l時 1二⑫ モ1長 -ft_ つι

」」力＼ラ 3 シ員九 ρ 伝写L に吟~ rそに図説。ぐ 3う

d D 最 モヤ三 し（） (J) ·~例にてつ て Zえ州する。

三て C て、こ刀ぞマ 、、／ プ包金：＿ ＇） がんま こ ζ ウ，.， －て

てた巧 i主 Jえの事案に基く c

今後？？ l¥J1 I} 3 次九非特急十三乏ろ持仏 j

D1立、え乃工 m 非特急プふじレ叶ム乙 dしいωィ ＇（..可 3 。

こ η L さ 」＋--VY くれし LM）→ P乙レ（D)) l歩

かuλ一千u之ι ぜあ 3。

1己3
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これ（さ｜斗之くo) CZ.）→ 比 くM) ~） 小、主食r-c あ

3こ℃か う 完 % に 乏 かれ 3口

ミてこれを内（） て⑤ iき）｝？＿ (J? ぶう l乙 L て g:iSJ円

てと れ 3 3次元 J）仁よて、 6二［ノ c{こ？ て~ b (M tレ）

打存在し写＼ I 二 、ι モ二三 ん l寺、 J二＼ ) 0 とて主l_ Ji .}: 

フな ( i¥/1 I し〉が、存在したじす·~ 0 /l/ld-悦勺 門 九

T：己、ずち J えめ一時ミ刀メン／＼ρ ー ρ ｜主オド／時~ モ

して cl (_ D し） = d(I叶／し〉 ) I＝手（rv1，し）= ~ （＿ αし〉、 J'. 

7こ L1 （［フ／し〉壬ム （M1し〉 た、 7チ；、 j 乙i(tJ¥ Iし〉 τj すご‘

わ） 6(_¥/,L）キ l L す 3乙乙（ρノL)＝－乙ノ今~

って渉（りノし〉こ C て号厄。 まって L1（仇し〉こ l_

I(_ ごては）こ幻今 1宇L き~ ~とくよ ＇） .）＿丘 すここにより J

cじれ｜刈＝ 3 の -r~ 令モ考人れ｛ぎ寸／す写こ乙乃ぐ1 わ

や 1 0 てこてこの 'Lさ 1手 ck九仁〉＝ユ た、ヲ＼ち

ヱ次元てのペグ孝良理論子リ （0,i)~ く If之 ） 3 H）。こ

こで1 令扱 3、7 1こ手 、 ） ヨ FE-任ι （rv¥) ) 5五， Fp

z 叶 がわか 3。苛 3 ℃ j p仁、ι（M）ー→ fιι CD)

！き単房r1どっ＼ ら J l = 3 F すく p（＿‘ι （ν＼）

よって ~ = Dイ（Mノし〉＝ピ＝ (3 1-= )3 

て、、 Ti±つ

一之7 F5ノ

こ れは FJ が、をかで、 11, 3二 ζI：：＿＿矛 J唱。
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、王乏、ー ょの裕：i1-叩＼）て Jえの主）tが、未セ 3

¥ D が今キkfキトペ L の CVI供-fie B 十一ピ D~ぎ F 礼ーl

1'u三3 三 stli主 IP礼 i [D〕＝叶 -1 c f実Fぞフ L＝〔ο］

εRι （M) 乙杭！色 J LD= 'j;~H/ Jイ旦し H/ lcJ /Pl'L-/ 

m内1'¥,¥i../¥仁川代川片手 J 日 1) 1&' ' '£=-1 

~＼、手L 尽：払；急六止I, J C よ勺て C1V1ノしー） I主体しこをニ

円 3 ｝ 多（~0 ；し〕＝ユ（ ρJ トギ） = 0 、ぷ？を長 2、4 より

ム（内~ Jし）二 C乙ー育 d（~／L し） = d(D, Hフ士 l てから夕、教

え w_ ユ、／よ ＇） (M1 L）主（1P11.1H）。 Q、E.D. （.＇ ζ 二

〆l., 1... これ~＼支れ lぜい 可＼ 1 寺二 フ I~ > C の件 9q:_

T'1 I主↑こに‘しe.fAムノも屯内定理府斗 I~ rfiイ毒して l)

る《 さて iてち シジ末、シ、、ウ Q ηFをに特命 l九生

にれにてけたた＼ ＼た 工二 3 I乙 よれ lち y 工グ7 主

3も lき 民主え＝ γし＝ 3 乙＼ ¥ つ ／長否不 Q閉め，；；－~~ 1こ

y{f~ ·~ －~主キそもて 成立 づ＞＇＼.＿ぅ i_' ~ ~ 0 た fこJ し

主主 fl~ :{, Iきをそ長虫弓 ~ ~ c 」 7 した寺安 1喜多守

「千キ白砂 D 1-tv1 t__ の笠宮＼ts) 与とず 3 '(_ c¥ *11 
℃J 』

) 

y~ ミ 1え Plc (_M）→ Pcι （D) l主 d；判ド；l＇.主斗 ナ占 5 伺 ~）

er: {Y'. M = 3 三 5奪事j l' Lη、 t え ηCcker Id: ，必

かu え々＂＂，芝 t奇 ／：＿， i ¥ ) c _J (r℃乏〉

182 



15

之暗示してい 3 めてー：予） ) う c ~ヱ Pli の 7 1 寸 7

~~ ＇しなけ号、責 ｛± ;,.. i芝、 fを"l' Cf) ~かちとう亡寸 1 I 

、t , t 勺 'l - 111ミイにしてすザ二つ

「下~＇ i忌； D 1-同 ト めを乞＼SJろー） CHし（ をそ主

：ぇ九乙のイペ 私的サ 1 ? Iしめ~ flt悶イ直を良介－：-1- j 

寄与 'l 守 ~ 
、、

の 、L 三 c Hムくrv-1）ーづ CHι（＿ D) Id= 
」

ユし三五 d;vnl叶ーユ 71 う 問主： )2乙＝ divYI M -1 て~ j /J.' 

注射 がづ全時／J:
_i, 

か..u...-，一与之ルふγv 」

ヒ I'd- 毒 tI て卦 T一千戸 PーもLA._ムト か、本当に 矛） ~ 

Ji ヘ＼ { 7 力、 才つ 乃＼与 ~ L〕 手 I イ凡｛乏の~ 毛 P

t_ 5手に
II 

C叶 hャ｜ι？） ℃ に T乙の ＼~だれ 1 ，＼、平 fti"._1. ノ

：白：凪（乞 :r'rて、九うアどっ イ乙 .}: つ f司 可＼ ρ モP未

て μ 十究 M 叫 i乙〉） 乙し 1J It れ lぎな 今 ¥ 1 乃＼モ

しれ 3 ¥ 1 0 iJこ／ の f市福ろ守主く:t- グ〕ノガ－~，え！こ 1主主 て

占ご 司〉 '(_ ¥ ¥ 7弓若 の下＜ 7J' ~ 一、 つ ビ t 消てロ

{( 

0－刊 pieJ） くら
、、

＼／己r; I）て l扶立 て IJ し l) ヒ 3 (. 」

ヤマ ~ がt

ゐが どう =I め倫 1J)zヲポt_i本の／がさ長宅 E皇 3 6 ：~ 
＋ 

亡、
3υ （タ／のノ＠ I ⑤ 戸 tk~~ 宅内 t広 ~t r =- r-{Iし て

t I ！－；＼ 一戸 F季宰 i本ユ〉ええがち 3 ；，で f二、ハ失1 円
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じI 7＂て‘チ ＇） I PLL (M）→ Pし＇0 （ο〉内有干乏が、問教℃

な~ c ここて、 ρlさ IPt x IP1ヌ 1与 Pユのイ司夕、かの

手ふJ 比ヤ （点の簡を入＝ r -cl) て、多） ') 1 Pee CO） 巧

キき＼－ l'.!_ ＼主交叉型式てこ灼てすヲ可＇＼. I） 貯がって （¥ 

3 こ乙に；主乏しょ与 c さて

を！の内て j て支又司i_-tえセィ呆ち

Pし．ι（D）こ方色乙向

かつ Ci.CD）を事。

が士写＼＼まみ 1j_ t めのなす群をゆ／（ρ〉乙しょ

つ C て ρ ／才宅負手宣言講ず1 て、、さ t の l主 Jえがが主し

T二J 勺＼う てま7¥ ~ （斗［ 71, §4) 

4-＼；＇ 設予、す 之の ii大義内屯 ℃＼.. ) W CD) のあ

3ぎfうす桝 が々、完~ ~ 1) Pcι（M）→九（D) のイミ Id

亡の G に；： ~不争君、夜、の全イ本 t. - ~~す 3

こ灯台℃いう刀 l主（哀 l主／Ll めメンパ‘ーさ J)

fJ._ 1 ベイ毛~）矢がろえ 5- ~ モノ ド o ミー若干ずあう

と内今そ在は [ 1] Tえ斗－ I-I n簡単手応市 L し

て匂うれ 3

k てこの今毛色さ印 l) -z_ ⑦ lき〉λ のように tE-01~ 

され 3 IY の一的 の〆ン i1・ - D とにれ l吾、

。主 If:1メ！己1 ヌ IJ if, :i_のー去、手ιw叩前老巧場タ

しο＝ Ct_(p) ＝ユト九十ユ什♂
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F = Ho1_十什p モPα （M）かろく .s. 0 え して L=

2 f- l各 Pι （｜＼パ〉て毛威主づ。 よって Fこ｜きル明plιJ

き t t< IV¥ ＝ーユ L 二－ ~F ぬにくM,F）主に＼？~ HフU

~~禿乃〉弘容｜手号厄カぐ出 1 0 実fを， O さ C~＼. （町、つ

めイタ1l 1トfj)) ~良 Eu- ーと考 ん 3 工、 こ~（菩 W(D) t川

和 か色（) 0 ぷ「 -z. ~ 教 3、 E ょっ ＆ 役守L ℃して

｜き f6 Pc!, (M）の体11 r忌になって l¥ ~℃してよ I ) 

すヰ何俳句争すが j吉本支T皇芝う主 ζ 保守て IFIキ戸

が言 λ~ 0 えこ t' E 己 （F¥~て~ v E () 0 = E i-

てあっ， Ea-Iきイ島守主易不主体（E)Ls) の役 τぁ J0 

f 1主主札 7己、から J 合設ユ、守が、通用イ三て（E,L)

へ〔lf':i..)Hフ f--L {Ej-= F t主り＝ -1 た；、万＼ち

〔司ε＝-H 、 こ札ょっ 0 ~ト E I~ オ h 与寺哀夕、に次?o-iv

みれズ 3て」。 礼二て“ M= (J「（M1) ) E =Qr( r) 

ζ 可 3 。 LP＝し十E が、 Pι （Mb）小 3 来 3 こ℃ IJ

宕~ l乙わ I)' a 0 J. た守井守I¥別法［ I之］に ι ＇） Lb 

｜き Mbζ て、｜主 ccvY'pl e D κ¥V1b ＝ーユ Lb ♀の て，， ,1 (M~ノしり

-1 （にf・ Tせ、 3、s-）。 ー古 d (Mhノしり＝？。こ件

/<f (j) に号｜る τ 3 ら

こ うして d二宮 ！ 3次天芯） ( lf3) 2H）に :J_ 3 
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ι、
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3 ／＇えた 1ことか、つ ’ヲ 1)' ラ グ1 えにそ 1 示、 F奪ミさがあに

3 （主 1乙消；席、〈之理が前 ii τ3  日ιr亡I"' ; 1Ti_ ~理

主予告－%＿Q) 下寺三党イ ~ ~ 1J、； あき に 2え ~ff 仇 'J- こ

L に
プ： ーフ

し望号 i乙毛 s わが 7J ¥) ,J) ( 一‘生
ミト く 、ーー 、ー

て 1手 - tn J十言 明 守 3

う宵I ；）て
、、

今後ヨ、？ か勺、え刀末書 cるイじに'(_ ¥ I 

3 命受え 3、g の正常毛主片艮之見 ι すこ し、 rrご Vフοτ

ρ1偽 t~;l ~干毛〈平刀 ／す牧理誌にポけ J J受下 れ皐？に

7手毛ゑ乙 五っ て I ¥ 3 ナフ 1r て歩） ~ L イ 司ド併存 じの
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